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最近の子どもたちの様子 

～おねがい～ 

甘えと甘やかしの違い 

子どもは遊びの天才！！ 

今月の活動 

 新しい環境や、お友だち、先生にも慣れてきて毎日パ

ワフルに過ごしています。園庭では鉄棒に夢中になり手

に豆を作って遊んで、追いかけっこや砂でご飯を作って

ごちそうしてくれる姿も見られます。雨が続くとなかな

か戸外では遊べず室内遊び。玩具を全部ひっくり返して

部屋が大惨事になる事もなくなって・・・友だちと一緒

にブロックを完成させ、お人形を抱っこしてままごと遊

びにも楽しそうです。一緒に遊ぶことがとても楽しく幼

児らしい姿が見られるようになりました。自分で何をし

たいか、遊びを見つけて玩具や絵本を出して遊ぶ姿に成

長を感じます。塗り絵が大好きで真剣な顔でぬっていま

す。ぬり方も個性があっておもしろいです。先日、ダン

ボールでお家を作って遊びました。友だちと協力をして

素敵なお家？迷路？が完成。自分だけのお家を作りたい

子もいました。ダンボールにカラーテープ貼るのも、一

生懸命爪を使ってテープの角を剥がして貼っていまし

た。指先を使うのは手先が器用になるのもありますが、

脳の活性化にもつながって子どもの遊びには良いそう

です。幼児クラスになって想像力もぐんぐん伸びる時期

です。いろいろな遊びを経験して楽しく過ごしていきた

いと思います。 

気温の高い日・湿気の高い日と、少しずつ過ごしにくい気候になってきました。寒暖の差が激しいこの季

節は、体調を崩すことも多くなります。睡眠をしっかりととって、美味しいものをたくさん食べて、生活リ

ズムに気を付けていきましょう。子どもたちは大人が考えている以上に良く動き、汗をかくことも多くなり

ます。タンスを確認し、洋服の補充をよろしくお願いします。肌着は袖のないものが動きやすく暑さの調整

が出来ます。半袖は多めに補充お願いします。必ず持ち物には記名をお願いします。 

天候をみながら泥遊びをしていきたいと思います。感触あそ

びは子どもたちにとってとても大切な活動です。素足になっ

て泥水の感触を体感したり、泥だんごを作ってみたりと、泥

遊びを通して様々な遊びへと広げられたらと思っています。

これからの季節は毎日汚れてもいい服装で登園してくださ

い。ご協力お願いします。 

 

好奇心旺盛のこの時期、なかなか言う事を

聞いてくれなくてイライラ・・・なんてあり

ませんか？この時期の子どもは「知りたい！」

「やってみたい！」といろんな事が新鮮で夢

中になる時期です。でも、忙しい時はさすが

に待っていられないですよね。お休みの時な

ど時間を気にしないで子どもと向き合ってみ

ませんか？今何をしたいのか？何が出来るよ

うになったのか？子どもたちからのヒントか

ら色々な気付きが見つかり、ほっこりした気

持ちになれますよ。そんなときは「今日は遊

んでくれてありがとう」と子どもたちに伝え

てみてください。 

甘えを満たすことで子どもたちは安心しま

す。甘えは十分に満たすことが大切ですが、子

どもが求めていないのに手を出してしまう事、

何でもやってあげてしまう事は甘やかしにな

ってしまい、自分で考え行動ができなくなって

しまいます。子どもが求めている事には手をさ

しのべてあげてください。でも自分で頑張ろう

としている時は信じて見守ってあげて下さい。

できた事を沢山褒めてあげてください。 

 


